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残留応力分布が同様であっても， SP 材の方が LP 材よりも転位密度は高く，結晶子サイズは
小さくなり，転位密度や結晶子サイズなどの微視組織は異なることが分かった． 























3. 第 2章において，本解析法の仮定やモデルの説明，適用限界について述べる． 
4. 本解析法ではＸ線回折強度曲線(ラインプロファイル)の前処理段階でローレンツ偏光補
正(LP 補正)，吸収補正を行っていない理由を明確にする必要がある． 
5. 本研究の供試材として亜共析鋼 S45C を用いた理由について述べる必要がある． 
















 上記指摘内容のうち重要な指摘項目 1，2 については，提出論文において各章の関連性を序
論（第１章）により明確に記述し，第 3，4，5章の緒言にも改めて説明を加えていることを確
認した．また指摘事項 11 も重要な指摘であり，第 6 章結論の末尾に今後の研究展開として基
礎的な研究と工学的に有用な応用研究の具体的な内容を加筆していることを確認した．指摘項




























している学術論文は 3報である．この学術論文 3報(うち 2報は英文論文)については申請者が
すべて第一著者であることから，博士学位の研究レベルにあると判断した． 
 
以上の審査経過と審査結果より，審査委員は全員一致で合格と判断した． 
 
